
日本のロケット開発とミサイル競争 

 ★ 固体燃料ロケット復活 ／ ★ 宇宙ビジネス／ ★ 平和利用か軍事か 

 

■ 始まりはペンシルロケット 

 日本のロケット開発は固体燃料ロケットから始

まりました。1955年、最初に作られたのが長さ

23㌢、太さ18㍉のペンシルロケットでした。 

 映画が作られるなど話題になった小惑星探査機

「はやぶさ」を打ち上げた「Ｍ５」は、日本が開

発した最大級の固体燃料ロケットです。計７機が

打ち上げられて、そのうち６機が成功しました。

全体の重さが139㌧の３段式で、同じ３段式固体

燃料ロケットと比較すると、米空軍の大陸間弾道

弾をしのぐ世界最大級を誇りました。 

 ただし、軍事的に使われるミサイル搭載ロケッ

トが同じ設計で大量に作られるのと違い、Ｍ５は

毎回異なる科学衛星を打ち上げるために１機ごと

に設計を作り変えていました。製造から運用に多

くの費用がかかることが打ち上げ中止の一因だっ

たといわれています。 

 

 

■ 惑星探査を目指すＭ５の後継機 

  2013年８月に試験機が打ち上げられるイプ

シロンは、そのＭ５の後継機です。全長がＭ５よ

り約６㍍短い24㍍、重さも91㌧と一回り小さく

なりました。１段目には液体燃料ロケット「Ｈ２

Ａ」の補助ブースターを流用し、２段目と３段目

にはＭ５に使ったモーターを改良して使います。

惑星探査機の打ち上げに使われる予定です。 

 さらに人工知能を備えたロケット自身が本体や

搭載する機器のチェックをするため、発射台組み

立てから点検、打ち上げまでの期間が約１週間と

世界最速になります。ちなみにＭ５は約２カ月か

かっていました。高性能と低コストを両立してい

るとＪＡＸＡがいうイプシロンの１回の打ち上げ

費はＭ５の半額の約38億円です。 

●ニュースミニ解説 基礎編 社会 201３年６月号 

 

 ① 巨額の税金を使う宇宙開発は、必要なのだろうか？ 続ける意義はあるのだろうか？ 

 ② 小惑星から帰還した「はやぶさ」のような惑星探査は夢を与えてくれるか.。 

 ③ 天気予報や通信、ＧＰＳなど宇宙利用からどのような恩恵を得ているだろうか。 

 ＴＯＰＩＣ 

※このテーマについては、201３年度版ニュース検定公式テキスト基礎編(３・４級対応)の「宇宙を探る」（58～59㌻）、「平和

な世界はいつ」（76～７９㌻）なども参考にしてください。 

 宇宙航空研究開発機構「ＪＡＸＡ」は2013年８月、新型ロケット「イプシロン」の試験機を打ち上

げます。ＪＡＸＡが固体燃料ロケットを打ち上げるのは2006年のＭ５以来７年ぶりです。このほかに

大型の液体燃料ロケットＨ２ＢとＨ２Ａを２機と2013年にロケット計４機が発射されます。これはＪ

ＡＸＡが2003年に発足して以来、過去最多タイです。宇宙の平和利用が目的のロケットと実質的に同

じ飛行体ながら、軍事目的に利用されるミサイル開発も盛んに行われています。 

日本の宇宙開発に貢

献したペンシルロケッ

ト。1955年に実験が

行われたのは、単段

式（右）。その後、長

さ30㌢（中）や２段式

（左）へと徐々に大型

化した＝JAXA提供 

飛翔するイプシロンロケットの

イメージイラスト＝ＪＡＸＡ提供 
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●ニュースミニ解説 基礎編 社会 201３年６月号 

① 他国に頼らず日本がロケットを開発する意味はあるのだろうか。 

 資料１ 

■ 人工衛星や観測衛星を打ち上げるだけでなく、国際

宇宙ステーションの実験棟「きぼう」の活用も、日本

の宇宙ビジネスの可能性を広げています。 

■ 戦略兵器を持たない日本にとって、宇宙は、平和利

用の場であり、そのために世界と競い合っています。 

 （2012年5月19日 毎日新聞朝刊） 

■ 日本の宇宙ビジネス 

 人工衛星打ち上げなどの

宇宙ビジネスでは、信頼性

に加えて低コストがかぎに

なります。日本でも新型Ｈ

３ロケットが三菱重工など

の民間主導で開発されるこ

とになりました。米国では

2013年４月、国際宇宙ス

テーションに物質を輸送す

る民間ロケットの打ち上げ

実験が成功しています。 

 また独立行政法人科学技

術振興機構研究開発戦略セ

ンターが2011年に公表し

た「世界の宇宙技術力の比

較」によると、世界の宇宙

技術力は1位米国、2位欧

州、３位ロシアに次ぐ４位

が日本でした。以下は、５

位中国、６位インド、7位

カナダの順。特に通信衛星

や地球観測衛星などによる

宇宙利用、さらには月や惑

星探査、宇宙環境観測など

宇宙科学分野では、中国以

下を大きく引き離している

と分析しています。 

日本最大のロケット

Ｈ２Ｂ。国際宇宙ス

テーションに物資を

届ける補給機「こう

のとり（HTV） 」 3号

機を搭載して2011

年11月、打ち上げ

に成功した 

   ＝ＪＡＸＡ提供 
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 （2011年9月15日 毎日新聞夕刊） 

●ニュースミニ解説 基礎編 社会 201３年６月号 

② 日本も有人ロケットを打ち上げるべきでしょうか。 

 資料２ 

     （2006年9月24日 毎日新聞朝刊） 

■ 人を宇宙空間まで送り込め

るのは、米国、ロシア、中国

だけで、日本と欧州は有人宇

宙船を持っていません。 

■ 米国は繰り返し使える宇宙

船だったスペースシャトルに

代わり、使い捨ての有人飛行

用大型ロケットの開発を進め

ています。 

■ 2013年５月現在、有人ロ

ケットはソ連と中国しか持っ

ていません。 

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 

 宇宙航空分野の基礎研究から開発・利用まで担う独立

行政法人。2003年10月、宇宙科学研究所（ISAS）、

航 空 宇 宙 技 術 研 究 所（NAL）、宇 宙 開 発 事 業 団

（NASDA）が1つになって発足。 

 ＩＳＡＳの起源は「日本の宇宙開発の父」と呼ばれる

東京大学生産技術研究所の糸川英夫博士が1955年に

行ったペンシルロケット発射実験までさかのぼる。1東

京大学宇宙航空研究所から大学共同利用機関「宇宙科学

研究所」となった。固体燃料ロケット開発を推進した。

1970年に人工衛星「おおすみ」の打ち上げに成功（旧

ソ連、米国、フランスに次ぎ４番目）。その後も数多く

の科学衛星の打ち上げた。 

 ＮＡＬは1955年に設立され、航空機やロケットのな

ど周辺技術の研究を行ってきた。ＮＡＳＤＡは1969年

に科学技術庁所管の行政法人として発足。ロケットと人

工衛星の開発・打ち上げ、国際宇宙ステーション計画の

推進、宇宙飛行養成などを行ってきた。 



 日本のロケット開発とミサイル競争 

 

●ニュースミニ解説 基礎編 社会 201３年６月号 

③ 日本はミサイル技術を持っていることをどう思いますか。 

 資料３ 

 （2013年2月10日 毎日新聞朝刊） 

■ 北朝鮮の「弾道ミサイル」には、国際連合をは

じめ多くの国々が批判しています。ところが、い

つでもミサイルを作れる技術を持っている日本が

ロケット開発に対して国際社会から非難されるこ

とはありません。なぜでしょうか。 

■ 2013年１月、米国と中国が弾道ミサイル

迎撃システム実験を行いました（右の記事参

照）。さらにインドは潜水艦から発射できる

弾道ミサイルや長距離弾道ミサイルを開発し

ています。記事によると、弾道ミサイルを保

有する国は、1972年の９カ国から2011年

には38カ国・地域になりました。 

■ 下記の記事のようにロケット技術を軍事で

はなく、市民生活の向上に応用する研究も進

められています。米国では宇宙旅行の実現も

間近です。 

 （2011年6月20日 毎日新聞朝刊） 

 （2013年1月29日 毎日新聞朝刊） 

 （2012年3月27日 毎日新聞朝刊） 
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●ニュースミニ解説 基礎編 社会 201３年５月号 

 資料４ 

   

④ 日本周辺でもミサイル開発競争が行われている。 

 （2010年4月25日 毎日新聞朝刊） 

  

 
 

■ 北朝鮮が米国や日本、韓国などの脅威となっている東アジ

アでは、台湾も対中国の軍事手段としてミサイルを所有して

います。日本が北朝鮮からのミサイル飛来に備えるよう

に台湾も、東アジアで中国の軍事的な存在感が増してい

ることに警戒感を持っています。 

■ 記事は、民主党政権と米国との間がぎくしゃくした時

期のものです。このように日本の内政問題であっても、

国際的な地域の安定や平和に対して、大きな影響を及ぼ

すことがわかります。 


